
読み書きが困難な児童生徒への様々な 

支援方法について 
～アナログからデジタルへ～ 

レデックス研修会 in Kyoto

NPO法人　支援機器普及促進協会 

理事長　　高松　崇



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部1年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




本日の機器構成
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デジタルを使えば本当に出来る！？
デジタル神話はそろそろ考え直す時かも・・・ 
新たな障害者を作り出しているのかも・・・



タブレット端末使ったデジタル教科書 
今年度から使用開始



ARで動く教科書 - 東京書籍



若者の斜視にスマートフォンなどが影響か 
長期調査実施へ



支援を見直す必要があるのでは！？
必要なことは本人の努力よりも周囲の人の努力！



2月 4日　京都新聞　福祉のページ



6月14日　京都新聞　読者に応える

https://www.kyoto-np.co.jp/kp/re/

https://www.kyoto-np.co.jp/kp/re/


8月17日　京都新聞　教育



https://ondyslexia.blogspot.com/2019/07/ver.html

https://ondyslexia.blogspot.com/2019/07/ver.html


Chapter 1
Academic Skills
学習に対する抵抗感の壁を下げる 
授業は授行ではありません 

教育は共育



英語の学習



読む力



書く力



計算する力



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
代替手段のない時代には必須 
今の時代はコンビニエンス(便利)

Academic Skills
学び方が違う



Chapter 2
自己肯定感
ほめ方の研究



「試してみたら失敗した。それがどうしたというのだ。もう一度試せ。
もう一度失敗し、よりよく失敗するのだ」

知性をほめられた子どもは、自分を賢く「見せる」ことに気持ちを向けるようになり、
間違いをおかすリスクをとれなくなるのだと説明している。


賢さをほめられた生徒たちは、ほぼ全員が、自分よりテストの出来が悪かった生徒と自分
を比較することで、自尊心を強化するほうを選んだ。

失敗の経験でやる気をくじかれた「賢い」生徒たちは、実際に退歩してしまったのだ。


半分の生徒には彼らの知性をほめた（「あなたは頭がいいんだね」）。

努力をほめられた生徒たちは、自分より成績のよかったテストを見るほうを選ぶ確率が
高かった。
彼らは失敗を理解し、失敗から学び、よりよい方法を編み出したいと思ったのだ。
たとえ最初は失敗しても挑戦することを望んだので、より高い成績を得たのだ。

残りの半分には彼らの努力をほめた（「一生懸命やったね」）。

教育とは、数々の間違いから搾り取られた知恵のことなのだ。

https://wired.jp/2011/10/18/「より速く適切に学べる人」：その理由/

https://wired.jp/tag/education
https://wired.jp/2011/10/18/


叱られ続けることでの、二次障害について

　自己肯定感が下がっていく
　自己肯定感を高めるには
　　リスク要因（ー）を減らして
　　保護要因（＋）を増やしていく



もう少しだから頑張ろう！（励まし）が先行してしまう
　　　　　　⇓
出来た事をまず褒めることが重要！



Chapter 3
学習に立ちはだかる壁
当事者と支援者は相反する関係？！ 

ICFの観点からも環境の変更が最優先



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

壁（困り）の超え方



よじ登る（訓練する）
とにかく自力で目の前の壁を超える



持ち上げてもらう（力を借りる）
壁を低くして自力で超えやすくする



回避する（代替手段）
壁を迂回して自力で壁の向こうへ



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない



Chapter 4
自立とは・・・

今日一日の行動を例に考えてみましょう



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


Chapter 5
機能代替

本人がTPOに応じて選択できる力をつける！



読むこと



リーディングトラッカー



読書用ルーペ



ルビふり



カラー下敷き



アーレン症候群用めがね







音声付き教科書　Daisy

小学校・中学校の全教科が提供されています（無償）　Windows,iPad 
紙の教科書を読む事が困難な児童生徒に限り無償で提供されています 
京都市の場合には一括申請（育成支援課に申請）で提供



音声付き教科書　Access Reading

小学校・中学校・高校（一部）が提供されています（無償）　Windows,iPad 
紙の教科書を読む事が困難な児童生徒に限り無償で提供されています 
教科書に関わらず、Word文書であれば何でもハイライト表示で読み上げ可能



VOCA-PEN(ボカペン）

教科書以外の文書（資料集やテストプリント・修学旅行のハンドブックなど） 
に音声呼出用シールを貼り付け、音声を簡単に呼出します



OTON GLASS



PDF・HTML切替型のデジタル文書ブラウザ



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



書くこと



ペングリップ



定規



プリント拡大



エコー・スマートペン

録音しながら専用ノートに書くと、あとでその文字や記号をタップするだけで、
その時の音声を一発で頭出し再生できます。（単体利用）
PCにケーブルでつなぐと、管理ソフトに自動転送。音声付きPDFファイルとして保存可能
高性能OCR機能で、PCに送った手書き文字を簡単検索。
文字検索やテキスト変換ができます。（Windowsパソコンと連携）



ネオスマートペン

専用ノートに専用ペンで書き込むと、タブレット端末にデジタル保存できます
タブレット端末でテキスト変換や、書き込んでいる内容を動画でリプレー
教員の音声も同時録音が可能です



ポメラ

パソコンを入力機器とした受験時には、一般的に利用されています。
テキスト入力のみのシンプルな機能で、試験後にパソコンなどと連携



音声入力



プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒解答入力



読書感想文簡単作成



縦書き文書作成



Chapter 6
まとめ



支援者の引き出しが 
増えないと 
⇓ 

子どもたちの 
選択肢は増えない



支援者の負荷が 
増えると 
⇓ 

子どもたちの負荷は 
減る



子どもたちがツールを選択できる力 
（支援者の引き出しの数次第） 

周囲がツールを許容できる技量・理解 
（支援者の周囲を巻き込む力次第）



出来ないことを支援する（目先） 
⇓ 

出来るように支援する（将来）



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



参考図書













マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



日本肢体不自由児協会



東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


